


単位 スケール 作成日 形名

mm NTS 2007-6-4 パッケージエアコン室内ユニット外形図
（壁掛形）（ワイヤレス）

GA-MPK-RP112FAL2 副番 記号図番三菱電機株式会社

MPK-RP112FAL2
RG01N810

パッケージエアコン室内ユニット外形図
（壁掛形）（ワイヤレス）

室内ユニット周囲必要空間

吹出口 吹出口

(液管)
(ガス管)

吸込口

(ヒータ付きのみ)

　C　

　ボルト

　ドレンホース左配管時　

　ガス管
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　ドレンホース　

　ヒータ用端子盤 15以下
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　内外接続用端子盤
　液管　

1110（ドレンホース）
25

19
7

配管用ノックアウト穴詳細図

45 45 45 45

　下面パネル
　（左配管作業時取外し可）
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下配管用　ノックアウト穴　
冷媒配管．ドレン配管

右配管用　ノックアウト穴　
冷媒配管．ドレン配管

　左配管用　ノックアウト穴
　冷媒配管．ドレン配管

左側面図

右側面図

平面図

下面図

　左右風向変更ベーン（手動）

　オートベーン（上下風向変更ベーン：電動）

正面図

5. 延長冷媒配管接続口

4. ドレン配管接続部は現地工事に合わせ加工できる
ようにドレンソケット（VP20接続用）を付属品として
同梱しています。塩ビ系接着剤にて接着してご使用
ください。

注1. ドレン配管にはPVC管VP20を使用してください。
2. 天井の隅に廻り縁がある場合は、その寸法を考慮し
て据付けてください。

3. 据付板の取付ボルトはM10またはW3/8ネジを使用し
てください。またタッピンネジは呼び径4、長さ35以上
の物を使用し、据付板のφ6穴でネジ止めしてくだ
さい。この時ネジ止め位置が横一列とならない様に
上下に満遍なく締め付けてください。

6. 後配管取出口
貫通スリーブ
（現地手配） 壁貫通穴

φ90～100φ90

7. 左配管時には，ドレンホースをドレンパン左側の接続
口に接続してください。（ドレンホ－スを固定している
金属バンドのネジを緩めてからドレンホ－スを外して
ください。）この時ドレンホ－スとゴム栓を入れ換え，
双方とも排水口に止まるまで確実に押し込んでくだ
さい。
ドレンホースは外した金属バンド，ゴム栓は付属の
バンド（小)を用いて，それぞれ抜けない様に締め
付け，確実に固定してください。

※ゴム栓の穴に
　ドライバ－を　
　挿し込み押し
　込んでください。

入れ換える
ドライバ－

ゴム栓
ドレンパン金属バンド

ドレンホ－ス

※ネジが壁側にくるよう
　に締め付けてください

φ
2
0 　ドレンホース（ナイフにて

　任意の長さに切断できます）
　ドレンソケット（付属品）

液管

ガス管

φ9.52<3/8F>

φ15.88<5/8F>

左排水範囲 右排水範囲

　ユニット外形　

　壁固定金具　

　後配管取入れ口（注6参照）
295 225

左後配管取入れ可能範囲　
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4

240 180 280 314
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8
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13×91＝（1183）

91
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10 3
0

30

19900

595

750

245

285
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29
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0

84-φ6穴
タッピンネジ用

41-φ12穴 
ボルト用

　12-φ6穴
　タッピンネジ用 　左後配管取入れ可能範囲

ユニットセンター

50以上 250以上

25
0以
上

30
以
上

150以下

吹出口

吸込口

　応急運転スイッチ・暖房

　応急運転スイッチ・冷房

ワイヤレス受光部
，スイッチ部詳細図

　受光部
　運転ランプ

　霜取・暖房準備中ランプ

ワイヤレスリモコン（標準装備）　

55

58

15
9.
3

19



単位 スケール 作成日 形名

mm NTS 2007-5-31 パッケージエアコン室外ユニット外形図

GA-MPUZ-P112HA5 副番 記号図番三菱電機株式会社

MPUZ-P112HA5(-BS(G))
BK01B573-1

配管ノックアウト穴詳細

記号説明
①･･･冷媒ガス配管接続口（フレア接続）φ15.88（5/8F）
②･･･冷媒液配管接続口（フレア接続）φ9.52（3/8F）
※1･･･ストップバルブの接続先端寸法を示します。

電源用穴
（2-φ27ノックアウト穴）

右ラッキング用穴
（ノックアウト穴）

右配管用穴
（ノックアウト穴） 4075

63
73

92
27

23

92
55

19

92 φ

電源用穴
（2-φ27ノックアウト穴）
後ラッキング用穴
（ノックアウト穴）

後配管用穴
（ノックアウト穴）

55
63

73
2723 92

4045

65

92
 φ

電源用穴
（2-φ27ノックアウト穴）

前ラッキング用穴
（ノックアウト穴）

前配管用穴
（ノックアウト穴）

73
63
55

27 23

40 45

92
65

92 φ

運搬用取手

運搬用取手

後吸込口

通気口

0
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3
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600175

30

吹出口

後吸込口

横吸込口

据付足

2-U切欠穴
（基礎ボルトM10）

2-12×36長穴
（基礎ボルトM10）

後配管カバー
前配管カバー

運搬用取手

横吸込口

145 145 145

71

220

8
1
2
1
9 71

30 ドレン穴
（5-φ33穴）

下配管用穴
（ノックアウト穴）

3
7
1

2
3

7
4
0

322
950

※
1　
28
9

※
1　
29
5
45
9

2

運搬用取手 端子盤
左側･･･電源線
右側･･･内外接続線
サービスパネル

運搬用取手

アース端子

1

)(

サービススペース
10以上

500以上

50
0以
上

10
0以
上

<基礎ボルト高さ>

基礎

30
以
下

1 設置スペース(周囲必要空間) 2 サービススペース 4 配管･配線取入れ方向3 基礎ボルト
下図は基本例を示します。
詳細につきましては工事マニュアル等の
技術資料を参照願います。

サービススペースは下図の
寸法が必要になります。

M10の基礎ボルトでユニットの据付足を
4ヶ所強固に固定してください。
(基礎ボルト，座金，ナットは現地手配です。)

配管、配線接続は、
前面、右側面、後面、下面の
4方向から取入れできます。

10以上 10以上 500以上 100以上

開
放



ＭＰＵ(Ｚ)－Ｐ８０(Ｓ)･１１２･１４０･１６０･２２４･２８０ＨＡ５ 形，ＭＰＵ(Ｚ)－Ｐ１４０･１６０ＨＡ６形
ＭＰＵＺ－ＷＲＰ８０(Ｓ)･１１２･１４０･１６０･２２４ＨＡ５ 形
ＭＰＵＺ－ＷＲＰ８０(Ｓ)･１１２･１４０･１６０･２２４･２８０ＨＡ６ 形

耐(重)塩害仕様書 MPU(Z)-P80(S)･112･140･160･224･280HA5 形，MPU(Z)-P140･160HA6 形
MPUZ-WRP80(S)･112･140･160･224HA5 形，MPUZ-WRP80(S)･112･140･160･224･280HA6 形 2007-12-13 ＭＰＵＺＰ８０ＨＡ５ＢＳ Ｅ

形
　 

名

作
成
日

図
　 

番

副
　 

番

室外ユニット耐（重）塩害仕様　仕様書
三菱電機株式会社

改訂履歴
07/1/10　クロメート被膜　→　－　副番A
07/5/23　－ → クロムフリー被膜処理　副番B
07/7/6 注記JRA9002追加　副番C
07/9/28 MPUZ-WRP_HA6追加　副番D
07/12/13 MPU(Z)-P140,160HA6追加　副番E

区分名
図示
番号

外装パネル

送風機

本体ベース

熱交換器 フィン

グリル

アルミ亜鉛マグネシウムメッキ鋼板

パネル
（上面･前面･後面など）

合金化亜鉛メッキ鋼板

ポリプロピレン樹脂成形品

熱間圧延鋼板

－

アクリル樹脂塗装/内外面1回塗装

アクリル樹脂塗装/内面2回,外面1回塗装

－

－

クロムフリー被膜処理

クロムフリー被膜処理

クロムフリー被膜処理

クロムフリー被膜処理

－

－

－

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ポリエチレン樹脂コーティング

－

機種によってモータのフレーム材質が異なります。

－

－

防錆油塗布

板金端面にエポキシ樹脂塗装

端面部にエポキシ樹脂塗装

端面部にエポキシ樹脂塗装

亜鉛ニッケル合金メッキ

亜鉛ニッケル合金メッキ

JRA耐塩害仕様

JRA耐重塩害仕様

アルキド樹脂塗装

防湿剤塗布（マイコン足部周辺）

ポリエステル系樹脂塗装（塗装鋼板）

アクリル＋ポリエステル樹脂塗装/内外面1回塗装

アクリル＋ポリエステル樹脂塗装/内面1回,外面2回塗装

①

②

③

⑤

⑥

⑫

④

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

部品名 素材仕様 耐塩害
耐重
塩害

標準
仕様 表面処理仕様

リヤガード SWM鉄線

モータ
フレーム部

シャフト部

モールド仕様（不飽和ポリエステル樹脂）
又は溶融亜鉛メッキ鋼板

SC45C

プロペラファン ポリプロピレン樹脂成形品

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛メッキ鋼板

SUS410（ステンレス）

SWCH18A（鉄製）

リン脱酸銅管（C1220T）

リン脱酸銅管（C1220T）

ロー材：リン銅ロー

ロー材：リン銅ロー

ガラスコンポジット CEM-3

アルミ板

モータサポート

側板

配管

配管溶接部

配管

電気品箱

配管支持板

ネジ（外装）

ラベル

配管溶接部

冷媒配管 圧縮機

電気品箱 プリント基板

その他 セパレータ

1.海水飛沫及び潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。(設置場所の条件により、ユニットの寿命が異なります。)
2.外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるように配慮してください。
　(日除けなどを取り付けると雨水による洗浄ができなくなります。)
3.室外機底板内への水の滞留は、著しい腐食作用を促進させる為、底板内の水抜け性を損なわないように、傾きなどを注意してください。
4.海岸地帯へ設置された場合は、付着した塩分等を除去する為に定期的に水洗いを行ってください。
5.据付時、メンテナンス時等に付いた傷は、補修してください。
6.機器の状態を定期的に点検してください。
7.基礎部分の排水性を確保してください。

ご注意

防蝕･親水性処理フィン（ビニル系又はアクリル系樹脂塗装）

「耐塩害仕様･耐重塩害仕様室外ユニット」は、日本冷凍空調工業会規格JRA9002に基づいています。

②

④

⑦

⑲

③

②

⑳

⑤

⑰
⑱

⑥

⑧
⑮ ⑯

⑨

⑩⑪

⑫

※この図は一例です。
MPU(Z)-P80(S)･112･140･
160HA5, MPU(Z)-P140･160HA6，MPUZ-WRP80(S)･112HA5,
MPUZ-WRP80(S)･112･140HA6はファンが1つです。

外観部分 機能部分

②

①

⑬⑭


